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衣類のお手入れ通信 
風邪やインフルエンザが流行する季節です。マスクをしたり手洗いやうがいをしたりするな

ど、普段の心がけや行動で違いが出ます。学生は新しい人生に向けての入試時期でもありま

す。寒い季節だからこそ自分自身を守り、周囲の人への気配りも怠らず心身ともに健康で温

かい気分の毎日を過ごせるようにしたいですね。我が子供も受験で気を使っています(:_;) 

 

【シワをデザインしたアイテムの長所と欠点】 

 

わざとシワをデザインしたアイテムは、今ではファッションを楽しむ方法として定番になっ

てきました。では、これらの製品は、どのようにして人工的にシワをつけているのでしょう

か。素材によって方法は異なりますが、一般的には生地を薬品に浸してからシワを作り、熱

と圧力をかけて乾燥させることでシワが保持されます。このような加工をした製品を家庭で

取扱う場合は、注意が必要です。特に、洗った後に濡れた状態でドラム回転式乾燥機に入れ

て乾燥することは避けてください。なぜなら、シワが弱くなったり消えてしまったりするこ

とがあるからです。素材やデザインによってお手入れ方法は異なりますので、必ずタグ等と

一緒についている「お手入れ方法」に従ってください。 

また、ウール、カシミア、アンゴラ、シルクのような動物性繊維はダメージを受けやすいた

め、シワやプリーツを保つための薬品を使わず、熱だけで加工することがあります。熱だけ

で加工した製品は水に弱いため、雨の中を歩いたりするだけでもシワやプリーツが弱くなっ

てしまうことがあります。このような製品はドライクリーニング指定になっていることが多

いので洗濯絵表示を確認してください。 

最近はシワ加工のひとつとして金属繊維を織り込んだ製品もあります。繊維の中に極細の針

金が入っていると思っていただければわかりやすいですね。着用すると金属繊維によって独

特のシワが生まれます。通常のシワ加工と違い、着用や洗うたびにシワの風合いが変わるた

め、この変化をファッションとして楽しむのです。しかし、金属でできているためアレルギ

ー体質の方には不向きです。また、着用を繰り返すと金属疲労のために糸切れが起こり、そ

の部分が皮膚に当たると炎症を起こすことがあります。金属繊維の製品を着用する場合は、

なるべく生地が地肌に直接触れないように心がけてファッションを楽しんでください。 
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